
総合的な学習経験と
創造的思考力【　　】

思考・推論・創造への
適用力【適用、分析レベル】

○ ○ ◎

汎用的技能
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ○

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 35 35 30

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

100

③市場の均衡条件の理解 期末試験(20)ならびにレポート(10)による 30%

④市場の失敗や厚生経済学に関する理解 期末試験(15)ならびにレポート（10）による 25%

達　成　度　評　価　（％）

①消費者理論の理解 中間試験（20）ならびにレポート（5）による 25%

②生産者理論の理解 中間試験（15）ならびにレポート（5）による 20%

到達目標
④

市場の失敗における政
府の役割を理解し、説明
できる

公共財などの特徴を適
切に理解し、説明できる

市場の失敗とはどのよう
なものか理解し、代表的
なケースを説明できる

市場の失敗のケースを
説明できない

学習・教育到達目標 （C）① JABEE基準１（２） (e)

到達目標
②

個別企業の供給曲線を
導出し、市場の供給曲
線導出までの過程を説
明できる

市場の供給曲線の特徴
を図を用いて説明できる

個別企業の供給量を決
定する要素を理解し数
式モデルで説明できる

個別企業の供給を決定
する条件となる要素の数
式モデルが理解できな
い

到達目標
③

完全競争市場でない場
合の社会的総余剰の変
化について図などを用い
て説明できる

社会的総余剰の考え方
を理解し、その内容を説
明できる

市場の均衡条件を図を
用いて説明できる

図を用いた市場の均衡
点を導出することができ
ない

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

個人の需要曲線の導出
過程し、市場の需要曲
線導出までの過程を説
明できる

市場の需要曲線の特徴
を図を用いて説明できる

個人の需要を決定する
条件となる要素を理解し
数式モデルで説明でき
る

個人の需要を決定する
条件となる要素の数式
モデルが理解できない

前期 45 時間

担　当　教　員 【常勤】　准教授　岸川　善紀

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

 本講義では、ミクロ経済学について取り扱う。よって次の項目を到達目標レベルとする。

（１）消費者理論について理解し、市場の需要曲線の導出過程を説明できる
（２）生産者理論について理解し、市場の供給曲線の導出過程を説明できる
（３）　（１）（２）をもとに市場の均衡条件を説明できる。
（４）　（３）における均衡条件を達成できない市場の失敗の場合について説明できる

第4学年 経営情報学科 学修 1 単位 必修 講義

科目名 経済学Ⅰ（ Economics Ⅰ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数



学　習　上　の　留　意　点

授業はテキストのみならず配布の資料を用いて行うが、用語の理解を早めるために該当するテキストの範囲を予習するこ
とを求める。演習問題では数式を使った問題を中心に行う。レポートでは、提出要件に従った適切な形式になっているか提
出前の自己点検を求める。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

経済学Ⅰ，Ⅱで行うミクロ経済学、マクロ経済学は経済活動をある種のモデルとして捉え、現実の経済を視るための道具と
なるものです。その考え方をなるべく適切に説明するために複雑で難しい言葉となりがちなのと、数式を使ったモデルが出
てきますので、文理両方の力を鍛えてください。

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 経済学Ⅱ

教科書 飯田幸裕、岩田幸訓「入門経済学」創生社

補助教材等 伊藤元重「ミクロ経済学」日本評論社



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 15 時間

消費者理論

生産者理論

中間試験

市場分析

厚生経済学

市場の失敗

まとめ
期末試験の解説とともに、全体の学習事項のまとめを
行い、それを理解できる

総　学　習　時　間　数 45 時間

期末試験

市場の失敗のケースについて其々理解できる 次回以降の予習を行う

市場の失敗のケースおける政府の役割について理解
する

次回以降の予習を行う

生産者余剰・消費者余剰、社会的総余剰などの概念
が分かる

次回以降の予習を行う

２財モデルをベースにパレート最適性について理解す
る

次回以降の予習を行う

完全競争市場における市場均衡の導出過程を理解で
きる

次回以降の予習を行う

独占・寡占などのケースについて理解する 次回以降の予習を行う

１企業の供給曲線の導出について理解し、市場の供
給曲線をの導出過程が理解できる

次回以降の予習を行う

企業行動に基づく生産者理論の概要を理解し、企業
が何に基づいて生産量を決定するのかその要素につ
いて分かる

次回以降の予習を行う

平均費用、平均可変費用、限界費用などについて理
解できる

次回以降の予習を行う

予算制約下での効用最大化について理解できる 次回以降の予習を行う

個人の需要曲線の導出ならびに市場の需要曲線の
導出方法が理解できる

次回以降の予習を行う

ガイダンス
ミクロ経済学の視座について説明を聞き、その全体像
がおぼろげながらわかる

次回以降の予習を行う

消費者行動理論について、概要ならびに消費者行動
を決定する要素が何か理解できる

次回以降の予習を行う

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）


